






























結語 

1)原因不明習慣流産に対する夫リンパ球による免疫療法の有効性は臨床統計よりみて確認

されたものと考えられるが,今後尚,厳密に対照をとって比較検討を行うことが必要である

と考えられた。 

2)免疫方法(抗原の種類,抗原量,免疫時期)のちがいによる治療成績に差は認めなかったが,

治療対象の選択(適応基準)と共に更に検討されるべきであると考えられた。 

3)免疫療法の安全性については,現時点では特記すべき副作用は認められなく,安全性に問

題はないと考えられるが,尚,抗原量,抗原の処理等について検討すべき問題が残されてい

る。 

4)本治療法を普遍化すること及び他の疾患への応用のためには,本治療法の機序が理論的

に解明される必要があり,今後の重要な研究課題である。 


